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岡
山
理
科
大
学
は
３

月
７
日
、
ワ
イ
ン
特
区

と
な
っ
て
い
る
新
見

市
、「
ワ
イ
ン
製
造
販

売
会
社
『
ｔ
ｅ
ｔ
ｔ
ａ

㈱
』」（
新
見
市
哲
多
町
、

高
橋
竜
太
社
長
）
と
包

括
連
携
・
協
力
協
定
を

締
結
し
ま
し
た
。
こ
の

産
学
官
連
携
を
ベ
ー
ス

に
今
年
４
月
、
学
内
に

研
究
施
設
「
ワ
イ
ン
発

酵
科
学
セ
ン
タ
ー
」
を

開
設
し
、
全
学
生
を

対
象
に
副
専
攻
と
し
て
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「
ワ
イ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
プ
ロ
グ

ラ
ム
」
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
す
。

「『
東
の
山
梨
、
西
の
岡
山
』
と

呼
ば
れ
る
よ
う
な
、
日
本
を
代

表
す
る
ワ
イ
ン
産
地
づ
く
り
を

目
指
し
た
い
」
と
関
係
者
は
意

気
込
ん
で
い
ま
す
。

　

協
定
内
容
は
①
ワ
イ
ン
に
よ

る
地
域
活
性
化
に
貢
献
す
る
人

材
の
育
成
②
ワ
イ
ン
発
酵
科
学

セ
ン
タ
ー
を
核
と
す
る
共
同
研

究
③
理
科
大
に
ｔ
ｅ
ｔ
ｔ
ａ
、

新
見
市
か
ら
の
専
門
職
員
参
画

―
―
な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ワ
イ
ン
発
酵
科
学
セ
ン
タ
ー

に
は
、
ワ
イ
ン
研
究
の
実
績
豊
富

な
専
任
教
員
２
人
を
配
置
。
星

野
卓
二
副
学
長
が
研
究
推
進
部

門
、
滝
澤
昇
副
学
長
が
教
育
支

援
部
門
で
兼
任
し
ま
す
。
こ
こ

で
は
岡
山
の
気
候
に
適
し
た
ブ

ド
ウ
品
種
や
ワ
イ
ン
酵
母
の
探

索
、
味
・
香
り
成
分
の
分
析
・

評
価
な
ど
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、

理
科
大
自
然
植
物
園
（
広
さ
約

19
㌶
）
の
一
部
を
実
験
圃
場
と

し
、
来
年
度
か
ら
多
様
な
品
種

の
ブ
ド
ウ
を
栽
培
す
る
予
定
で

す
。

　

講
義
は
１
年
次
に
「
ワ
イ
ン

の
歴
史
と
風
土
・
文
化
」
か
ら

始
ま
り
、
秋
か
ら
実
習
（
受
講

４
月
に
ワ
イ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
始
動

定
員
20
人
）
が
ス
タ
ー
ト
。
講

義
は
「
ワ
イ
ン
の
科
学
」、「
ブ

ド
ウ
栽
培
学
」、「
発
酵
と
微
生

物
」
な
ど
と
進
み
、
２
年
次
で

「
ワ
イ
ン
醸
造
法
」
ま
で
学
習
。

３
年
次
は
ワ
イ
ン
成
分
の
分
析
・

官
能
評
価
な
ど
に
取
り
組
み
ま

す
。
糖
、
ア
ミ
ノ
酸
、
ア
ル
コ

ー
ル
な
ど
、
ど
の
成
分
が
ど
れ

だ
け
含
ま
れ
て
い
れ
ば
ど
ん
な

味
の
ワ
イ
ン
に
な
る
の
か
―
―

と
い
っ
た
理
科
大
な
ら
で
は
の
、

Ｓ
ｃ
ｉ
ｅ
ｎ
ｃ
ｅ
ｆ
ｕ
ｌ
な
ワ

イ
ン
研
究
が
大
き
な
特
徴
で
す
。

恐竜について意見を交わす（左から）マインバヤル研究員、
石垣教授、小林准教授、青木講師

　

モ
ン
ゴ
ル
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー

と
協
力
し
て
恐
竜
研
究
に
取
り

組
ん
で
い
る
岡
山
理
科
大
学
で

３
月
12
日
、
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
「
恐
竜
時
代
の
モ
ン
ゴ
ル
と

地
球
環
境
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。

国
内
の
恐
竜
研
究
の
第
一
人
者

が
集
い
、
研
究
成
果
を
披
露
。

親
子
連
れ
ら
約
１
５
０
人
が
熱

心
に
耳
を
傾
け
ま
し
た
。

　

文
部
科
学
省
の
私
立
大
学
研

究
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
事
業
の
一

環
。
シ
ン
ポ
で
は
ま
ず
、
理
学

部
の
青
木
一
勝
講
師
が
、
数
億

年
前
の
大
陸
の
動
き
を
基
に
現

地
の
地
質
状
況
を
説
明
。
続
い

て
、
生
物
地
球
学
部
の
石
垣
忍

教
授
が
、
昨
年
ゴ
ビ
砂
漠
で
発

見
し
た
世
界
最
大
級
の
足
跡
に

つ
い
て
、「
軟
ら
か
い
地
層
の
上

を
恐
竜
が
歩
く
と
く
ぼ
み
が
出

来
る
。
そ
こ
が
粗
い
砂
に
覆
わ

れ
、
さ
ら
に
そ
の
上
に
土
砂
な

ど
が
堆
積
す
る
。
そ
の
際
、
石

英
分
が
粗
い
砂
に
沈
着
し
て
接

着
剤
の
役
割
を
果
た
し
て
固
ま

る
」
と
、
足
跡
化
石
が
出
来
る

過
程
な
ど
を
軽
妙
な
語
り
口
で

紹
介
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
モ
ン
ゴ
ル
古
生
物
学

地
質
学
研
究
所
の
ブ
ー
ヴ
ェ
イ
・

マ
イ
ン
バ
ヤ
ル
研
究
員
は
、
化

石
発
掘
現
場
を
保
護
す
る
と
と

も
に
見
学
も
出
来
る
よ
う
に
整

備
し
て
い
る
現
状
を
報
告
。

　

北
海
道
大
学
総
合
博
物
館
の

小
林
快
次
准
教
授
は
、
恐
竜
の

王
者
と
も
さ
れ
る
テ
ィ
ラ
ノ
サ

ウ
ル
ス
の
特
徴
な
ど
を
紹
介
し

た
う
え
で
、「
恐
竜
の
生
態
を

知
る
の
に
モ
ン
ゴ
ル
は
重
要
な

フ
ィ
ー
ル
ド
。
岡
山
理
科
大
と

北
大
で
情
報
を
共
有
し
、
恐
竜

研
究
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
て
い

き
た
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

で
は
、
生
物
地
球
学
部
の
實
吉

玄
貴
講
師
の
司
会
で
、
石
垣
教

授
ら
が
「
フ
ィ
ー
ル
ド
で
何
を

読
み
取
る
の
か
」
を
テ
ー
マ
に

意
見
交
換
。
会
場
を
訪
れ
た
子

供
た
ち
は
興
味
津
々
で
目
を
輝

か
せ
て
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

恐
竜
シ
ン
ポ
に
親
子
連
れ
ら
１
５
０
人

子
供
た
ち
も
興
味
津
々

　

一
方
、
滝
澤
副
学
長
は
「
国
内
で
ワ
イ
ン
研
究
に
本
格

的
に
取
り
組
ん
で
い
る
の
は
山
梨
大
学
だ
け
。
ワ
イ
ナ
リ

ー
は
全
国
的
に
増
え
て
い
る
が
、
技
術
開
発
・
研
究
が
出

来
て
い
な
い
の
が
現
状
だ
。ワ
イ
ン
の
品
質
管
理
と
研
究・

技
術
開
発
と
い
う
両
方
の
力
を
身
に
付
け
た
人
材
を
育
成

し
て
い
く
。
理
科
大
学
の
新
し
い

魅
力
に
な
る
。
将
来
的
に
は
ワ
イ

ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

一
般
市
民
に
も
開
放
し
て
い
き
た

い
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

将
来
的
に
は
講
座
を
一
般
開
放
し
た
い

　

星
野
副
学
長
は
「
ワ
イ
ン
用
の
ブ
ド
ウ
栽
培
は
、
生
食

用
に
比
べ
て
手
間
が
か
か
ら
な
い
。
岡
山
市
で
も
農
家
の

高
齢
化
で
ブ
ド
ウ
栽
培
を
放
棄
し
て
い
る
農
地
が
目
立
っ

て
い
る
が
、
ワ
イ
ン
用
ブ
ド
ウ
な
ら
格
段
に
省
力
化
出
来

る
の
で
、
岡
山
県
特
産
の
ブ
ド
ウ
栽
培
技
術
を
生
か
し
た

地
域
の
活
性
化
に
も
つ
な
が
る
。

地
元
に
適
し
た
品
種
、
酵
母
な
ど

の
研
究
・
探
索
も
進
め
て
地
域
貢

献
を
果
た
し
て
い
き
た
い
」
と
力

を
込
め
ま
す
。

地
元
に
適
し
た
ブ
ド
ウ
品
種
、
酵
母
な
ど
を
研
究

記
者
会
見
す
る
（
左
か
ら
）
高
橋
社
長
、
池
田
一
二
三
・
新

見
市
長
、
柳
澤
康
信
・
岡
山
理
科
大
学
学
長
＝
３
月
７
日
、

新
見
市
役
所
で

新見市・ｔｅｔｔａと包括連携協定
新
た
な
魅
力
で
地
域
貢
献

岡
山
理
科
大
学

岡
山
理
科
大
学
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玉
野
総
合
医
療
専
門
学
校

　

生
徒
の
実
習
に
２
年
間
協
力
し
た
犬
た

ち
13
頭
の
「
卒
業
式
」
が
２
月
10
日
、
岡
山

理
科
大
学
専
門
学
校
で
行
わ
れ
ま
し
た
＝

写
真
。

　

こ
こ
に
は
毎
年
４
月
、
生
後
約
６
カ
月
の

子
犬
が
「
入
学
」
し
て
き
ま
す
。
何
も
し
つ

け
さ
れ
て
な
い
、
マ
ナ
ー
も
わ
か
ら
な
い
子

犬
た
ち
で
す
が
、
ド
ッ
グ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
学

科
の
学
生
た
ち
と
一
緒
に
生
活
・
勉
強
し
て

い
き
ま
す
。
競
技
会
や
人
と
犬
が
ペ
ア
に

な
っ
て
行
う
障
害
物
競
走
「
ア
ジ
リ
テ
ィ
ー

大
会
」
に
参
加
し
、
１
等
賞
に
輝
く
ペ
ア
も

い
ま
す
。

　

今
年
も
13
頭
が
学
生
た
ち
に
先
立
っ
て

卒
業
式
を
迎
え
、
村
岡
正
校
長
が
１
頭
ず
つ

に
卒
業
証
書
を
授
与
し
、
感
謝
の
言
葉
を
述

べ
ま
し
た
。

　

卒
業
し
た
犬
た
ち
は
希
望
す
る
学
生
た

ち
の
と
こ
ろ
で
、
新
し
い
生
活
が
は
じ
ま
り

ま
す
。

岡
山
理
科
大
学
専
門
学
校

　

倉
敷
市
の
由
加
山
蓮
台
寺
で

１
月
23
日
、
保
健
看
護
・
理
学

療
法
・
作
業
療
法
の
３
学
科
４

年
生
の
国
家
試
験
合
格
祈
願
を

行
い
ま
し
た
＝
写
真
。

　

理
学
療
法
学
科
の
宮
川
賢
人

さ
ん
は
「
し
っ
か
り
ご
祈
祷
い

た
だ
い
た
の
で
、
本
番
で
力
を

十
分
発
揮
出
来
る
よ
う
、
自
分

の
周
り
の
環
境
を
整
え
た
い
と

思
い
ま
す
。
ま
た
今
の
時
期
は

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流
行
し
て

い
る
の
で
、
体
調
管
理
も
し
っ

か
り
行
い
、
国
家
試
験
合
格
に

向
け
て
頑
張
っ
て
い
き
た
い
で

す
」
と
意
気
込
み
を
語
っ
て
く

13 頭が今年も「卒業」

全
員
合
格
を
！

           

国
家
試
験
合
格
祈
願

　

卒
業
式
を
約
２
週
間
後
に
控
え
た
平
日
コ

ー
ス
の
卒
業
生
を
対
象
に
、「
３
年
生
を
送

る
会
」
が
３
月
１
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た

＝
写
真
。こ
の
会
は
毎
年
平
日
コ
ー
ス
の
１
・

２
年
生
が
企
画
し
て
い
ま
す
。
今
年
は
50
周

年
記
念
館
で
開
催
し
、
各
学
年
が
考
え
た
ゲ

ー
ム
を
行
い
、
卒
業
生
と
最
後
の
交
流
を
図

り
ま
し
た
。

　

企
画
の
中
に
は
、
卒
業
生
へ
の
ス
ラ
イ
ド

シ
ョ
ー
、
教
員
と
１
年
生
に
よ
る
ダ
ン
ス
も

あ
り
ま
し
た
。
ど
の
企
画
も
よ
く
考
え
ら
れ

て
お
り
、
時
間
を
忘
れ
る
ぐ
ら
い
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。
会
の
最
後
に
は
卒
業
生
全
員
か

ら
一
言
ず
つ
挨
拶
を
も
ら
い
ま
し
た
。
卒
業

生
が
今
ま
で
経
験
し
て
き
た
こ
と
、
過
去
の

自
分
は
こ
う
だ
っ
た･･････

な
ど
、
在
校

生
は
自
分
と
照
ら
し
合
わ
せ
な
が
ら
熱
心
に

聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
会
は
、卒
業
生
の
今
ま
で
の
努
力・

苦
労
・
優
し
さ
な
ど
を
改
め
て
感
じ
る
こ
と

が
で
き
、
充
実
し
た
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

卒
業
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

岡
山
理
科
大
学
附
属
高
等
学
校
通
信
課
程

れ
ま
し
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
国
家
試
験
受
験

日
は
、
保
健
師
が
２
月
17
日
、

看
護
師
が
同
19
日
、
理
学
療
法

士
・
作
業
療
法
士
が
同
26
日
～

27
日
。
合
格
発
表
日
は
３
月
末

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

初
任
者
を
中
心
と
す
る
事

務
職
員
に
よ
り
、「
異
文
化
理

解
の
た
め
に
」
を
テ
ー
マ
に

取
り
組
ん
で
き
た
研
修
グ
ル

ー
プ
の
成
果
発
表
が
、
12
月

28
日
の
仕
事
納
め
の
会
に
先

立
ち
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

グ
ル
ー
プ
の
研
修
趣
旨
や

米
国
ラ
イ
ト
大
学
の
ホ
ス
ト

フ
ァ
ミ
リ
ー
研
修
、
加
計
学

園
杯
日
本
語
弁
論
国
際
大
会

で
の
地
区
予
選
な
ら
び
に
決

勝
大
会
運
営
サ
ポ
ー
ト
な
ど

の
成
果
を
中
心
に
、
年
度
当

初
か
ら
取
り
組
ん
で
き
た
研

修
の
成
果
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

こ
の
研
修
活
動
を
通
じ
て

得
た
、
メ
ン
バ
ー
同
士
の
横

の
つ
な
が
り
や
、
異
文
化
す

な
わ
ち
他
者
を
理
解
す
る
力

を
活
か
し
、
今
後
の
学
園
の

運
営
に
邁
進
し
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。

先輩ありがとう！／３年生を送る会

研  

修  

室

「
異
文
化
理
解
の
た

め
に
」
を
テ
ー
マ
に  

成
果
発
表
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千
葉
科
学
大
学

　

岡
山
理
科
大
学
附
属
高
等
学

校
の
ス
ー
パ
ー
・
サ
イ
エ
ン
ス
・

ハ
イ
ス
ク
ー
ル
（
Ｓ
Ｓ
Ｈ
）
の

取
り
組
み
も
５
年
目
を
迎
え
、

集
大
成
の
年
度
と
な
り
ま
し
た
。

　

２
月
18
日
に
は
Ｓ
Ｓ
Ｈ
公
開

発
表
会
が
開
か
れ
、
ポ
ス
タ
ー

発
表
に
続
く
Ｓ
Ｓ
Ｈ
科
学
講
演

会
で
は
、
福
井
県
立
恐
竜
博
物

館
の
今
井
拓
哉
先
生
が
「
福
井

発
！
最
新
恐
竜
研
究
情
報
」
と

題
し
て
講
演
＝
写
真
。
日
本
で

の
化
石
発
掘
の
分
布
や
方
法
な

ど
に
つ
い
て
詳
し
く
説
明
し
て

く
れ
ま
し
た
。「
生
徒
か
ら
は「
全

国
で
恐
竜
の
化
石
が
発
見
さ
れ

て
い
る
の
で
、
岡
山
県
で
も
化

石
が
見
つ
か
る
可
能
性
が
あ
る

の
か
知
り
た
く
な
っ
た
」
と
い

う
感
想
も
聞
か
れ
、
大
い
に
刺

激
を
受
け
た
よ
う
で
す
。

　

福
井
県
立
恐
竜
博
物
館
と
の

つ
な
が
り
は
、
昨
年
度
「
恐
竜

ツ
ア
ー
」
と
い
う
科
学
体
験
プ

ロ
グ
ラ
ム
で
生
徒
12
人
が
同
博

物
館
を
訪
れ
、
セ
ミ
ナ
ー
を
受

講
し
た
り
発
掘
調
査
を
体
験
し

た
り
し
た
の
が
き
っ
か
け
で
す
。

実
習
用
に

航
空
機
エ
ン
ジ
ン
配
備

岡
山
理
科
大
学
附
属
高
等
学
校

生
徒
か
ら
「
も
っ
と
学
び
た
い
」

と
い
う
強
い
要
望
が
あ
り
、
今

回
の
講
演
が
実
現
し
ま
し
た
。

　

本
校
に
は
、
Ｓ
Ｓ
Ｈ
課
題
研

究
で
恐
竜
に
つ
い
て
調
べ
た
り

地
学
分
野
と
関
連
し
て
研
究
し

た
り
し
て
い
る
チ
ー
ム
も
あ
り

ま
す
。
岡
山
理
科
大
学
生
物
地

球
学
部
へ
の
進
学
希
望
も
増
え

て
お
り
、
こ
う
し
た
多
面
的
な

経
験
が
生
徒
の
興
味
・
関
心
を

引
き
出
す
こ
と
に
つ
な
が
っ
て

い
ま
す
。

　

ユ
ニ
バ
ー
シ
ア
ー
ド
冬
季
大

会
（
２
月
１
日
～
５
日
・
カ
ザ

フ
ス
タ
ン
）
の
フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス

ケ
ー
ト
男
子
で
銀
メ
ダ
ル
に
輝

い
た
田
中
刑
事
選
手
（
倉
敷
芸

術
科
学
大
学
４
年
）
が
２
月
21

日
、
母
校
の
岡
山
理
科
大
学
附

属
高
等
学
校
を
訪
問
。
洲
脇
史

朗
校
長
ら
に
結
果
を
報
告
し
ま

し
た
。

　

田
中
選
手
は
同
校
ア
イ
ス
ス

ケ
ー
ト
部
出
身
で
、
今
季
は
昨

年
11
月
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
杯
フ
ィ
ギ
ュ

ア
ス
ケ
ー
ト
競
技
大
会
で
も
３

位
と
な
る
な
ど
活
躍
。
ユ
ニ
バ

ー
シ
ア
ー
ド
大
会
に
つ
い
て
、

「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
杯
か
ら
、
い
い
流
れ
が

し
っ
か
り
つ
か
め
て
い
て
、
い

い
経
験
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た

こ
の
よ
う
な
大
き
な
試
合
に
出

た
い
で
す
」
と
振
り
返
っ
て
い

ま
し
た
。
た
だ
、
四
大
陸
フ
ィ

ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト
選
手
権
大
会

（
２
月
15
日
～
19
日
・
韓
国
）
は
、

期
待
さ
れ
な
が
ら
13
位
に
終
わ

っ
た
だ
け
に
、「
ユ
ニ
バ
ー
シ
ア

ー
ド
大
会
か
ら
四
大
陸
ま
で
２

週
間
だ
っ
た
の
で
、
調
整
が
難

し
か
っ
た
」
と
残
念
そ
う
で
し

た
。

　

洲
脇
校
長
が
「
世
界
選
手
権

（
３
月
29
日
～
４
月
２
日
・
フ
ィ

ン
ラ
ン
ド
）
で
は
是
非
メ
ダ
ル

を
取
っ
て
ほ
し
い
」
と
激
励
す

る
と
、
田
中
選
手
は
「
世
界
選

手
権
に
は
初
出
場
の
緊
張
感
を

持
た
ず
に
、
い
い
結
果
を
残
し

た
い
」
と
表
情
を
引
き
締
め
、

次
回
の
母
校
訪
問
を
約
束
し
て

く
れ
ま
し
た
。

　

千
葉
科
学
大
学
に
２
月
８
日
、
昨
年
夏
ま

で
実
際
に
空
を
飛
ん
で
い
た
ボ
ー
イ
ン
グ

Ｂ
７
６
７
の
エ
ン
ジ
ン
が
搬
入
さ
れ
ま
し
た

＝
写
真
。
こ
れ
を
教
材
に
、
航
空
技
術
危
機

管
理
学
科
（
現
・
工
学
技
術
危
機
管
理
学
科
、

今
年
４
月
名
称
変
更
予
定
）
の
航
空
整
備
コ

ー
ス
の
学
生
が
整
備
実
習
を
行
い
ま
す
。

　

エ
ン
ジ
ン
は
米
国
プ
ラ
ッ
ト
ア
ン
ド
ホ
イ

ッ
ト
ニ
ー
社
製
の
タ
ー
ボ
フ
ァ
ン
エ
ン
ジ
ン
。

大
き
さ
は
直
径
３
㍍
、
長
さ
７
㍍
、
重
さ
は

４
㌧
も
あ
り
ま
す
。

田中選手（中央）を激励した洲脇校長（左）と杉安一彦・附属高アイス
スケート部監督（右）

恐
竜
研
究
の
最
新
情
報
学
ぶＳ

Ｓ
Ｈ
公
開
発
表
会

田
中
選
手
が
「
銀
」
報
告

ユ
ニ
バ
ー
シ
ア
ー
ド
冬
季
大
会
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英
数
学
館
小
学
校
の
５

年
生
全
員
で
、
２
月
１
日

か
ら
１
泊
２
日
の
京
都
・

奈
良
研
修
へ
行
っ
て
き
ま

し
た
。

　

今
回
の
研
修
で
は
、
事

前
に
興
味
が
あ
っ
て
行
っ

て
み
た
い
場
所
や
歴
史
的

建
造
物
を
自
分
た
ち
で
選

ん
で
調
べ
、
コ
ー
ス
を
設

定
し
ま
し
た
。
金
閣
寺
、

伏
見
稲
荷
大
社
、
東
大
寺

な
ど
を
回
り
ま
し
た
が
、

自
分
た
ち
が
知
り
た
か
っ

た
こ
と
を
事
前
に
学
習
し

た
こ
と
で
、
ど
の
場
所
も

興
味
を
持
っ
て
見
学
す
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

旅
先
で
出
会
っ
た
外
国

人
観
光
客
に
英
語
で
話
し

か
け
る
な
ど
、
積
極
的
な

行
動
も
！
公
共
の
場
で
の

集
団
行
動
の
取
り
方
も
学

び
な
が
ら
、
充
実
し
た
研

修
旅
行
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
３
月
４
日
に
行

わ
れ
た
エ
ク
ス
プ
ロ
ー

ラ
ー
ズ
フ
ェ
ア
ー
（
学
習

発
表
の
場
）
＝
写
真
下
で

は
、
こ
の
研
修
で
調
べ
た

こ
と
、
見
た
こ
と
、
感
じ

た
こ
と
を
、
探
究
の
単
元

で
取
り
組
ん
だ
メ
デ
ィ
ア

に
関
す
る
学
習
と
組
み
合

わ
せ
、
自
分
た
ち
で
瓦
版
、

新
聞
、ラ
ジ
オ
番
組
、ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
作
成
し
て
発

信
し
ま
し
た
。

英
数
学
館
小
学
校

京
都
・
奈
良
研
修
を
メ
デ
ィ
ア
で
発
信
！

御
影
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
こ
ど
も
園

　

御
影
小
規
模
保
育
ル
ー

ム
で
は
１
月
22
日
、
御
影

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
こ

ど
も
園
の
遊
戯
室
で
、「
み

ん
な
の
発
表
会
」
を
行
い

ま
し
た
＝
写
真
。
日
曜
日

と
あ
っ
て
、
た
く
さ
ん
の

来
賓
や
保
護
者
の
方
が
来

場
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

い
つ
も
と
違
う
雰
囲
気

の
中
、
満
員
の
お
客
さ
ん

を
前
に
緊
張
気
味
の
子
ど

も
た
ち
で
し
た
が
、
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
で
は
、「
山
の

音
楽
家
」
の
歌
を
大
き
な

声
で
歌
う
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。
続
い
て
ク
ラ
ス
ご

と
に
、
歌
、
楽
器
あ
そ
び
、

お
話
あ
そ
び
を
披
露
し
ま

し
た
。

　

お
話
あ
そ
び
で

は
、
練
習
で
は
行
っ

て
い
な
か
っ
た
内
容

を
ア
ド
リ
ブ
で
入
れ

る
子
ど
も
も
い
て
、

先
生
た
ち
も
驚
い
て

い
ま
し
た
。
た
く
さ

ん
の
声
援
と
温
か
い

拍
手
を
受
け
、
と
び

っ
き
り
の
笑
顔
で
、

可
愛
ら
し
く
頼
も
し

い
姿
を
見
せ
て
く
れ

ま
し
た
。
一
人
ひ
と

り
の
成
長
を
感
じ
ら

れ
る
よ
い
機
会
と
な
り
ま

し
た
。

ア
ド
リ
ブ
演
技
も
登
場
／
み
ん
な
の
発
表
会

金閣寺見学を楽しむ児童たち

　

創
立
20
周
年
記
念
事
業
の

一
環
と
し
て
建
設
が
進
め
ら

れ
て
い
た
「
20
周
年
記
念
館

（
学
生
集
会
室
）」
＝
写
真
㊧

＝
が
完
成
し
た
こ
と
を
記
念

し
、
11
月
９
日
に
神
事
を
含

む
竣
工
式
が
厳
か
に
執
り
行

わ
れ
ま
し
た
＝
写
真
㊨
。

　
「
20
周
年
記
念
館
」
は
学
生

の
た
め
に
建
て
ら
れ
た
２
階

建
て
の
施
設
で
す
。
外
観
や

内
部
の
デ
ザ
イ
ン
、
色
彩
な

ど
は
学
生
の
意
見
も
参
考
に

し
て
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
２

階
は
学
友
会
に
所
属
す
る
各

実
行
委
員
会
が
部
室
と
し
て

活
用
、
１
階
に
は
芸
術
学
部

の
学
生
の
作
品
を
展
示
す
る

ミ
ニ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
と
し
て
の

設
備
も
あ
り
、
フ
リ
ー
ス
ペ
ー

ス
と
し
て
開
放
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

バ
ス
停
の
近
く
に
あ
る
た
め
、

帰
宅
時
の
バ
ス
の
待
合
場
所
と

も
な
り
そ
う
で
す
。
学
生
た
ち

の
憩
い
の
場
と
し
て
活
用
さ
れ

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

倉
敷
芸
術
科
学
大
学学生たちの憩いの場に


